
茨城ハング会報 
                               2003年4月発行 

<大会情報> 
5月 17日(土)（18日（日）予備日）「IFFC」 
社会人中心の草大会(大学対抗戦)です。エリアの占有はせず、大会当日も一般会員・ビジターと
もフライトが可能です。 

<テイクオフエリア周辺の駐車について> 
テイクオフ付近の駐車は避けてください。特に休日(土日祝祭日)に駐車する際には、必ず駐車場
へ車を移動した上で駐車してください。平日も、路肩への駐車は極力避けてください。 
円滑な交通を確保し、無用なトラブルを避けるため、ぜひともご協力をお願いします。 
 
2003 年度総会報告 
 
日時：2003年2月 16日（日）16：30～18:00 
場所：大増多目的センター 
出席者数：22名（議長含む） 
 
（開会） 
1. 2002年度事業報告 
(1) 事業概要報告（資料後掲） 

 
(2) エリア管理報告(年間委託契約作業内容については添付資料を参照ください) 
毎回の整備作業を桂役員と岡本役員が検収し、役員会で報告している。その内容は会報でも

報告しており、個々の内容については既に発行の会報を参照していただきたい。 
 
(3) 会計報告（資料別掲） 
（質疑） 
Ｑ：「弁護料、エリア保険料」に関する詳細な契約内容について知りたい。 
Ａ：手元に資料がないため後日確認し報告する。 
Ｑ：笠間稲荷祈願料とはどういった内容か？ 
Ａ：現在、テイクオフエリアは山の形状、尾根を境に北側を笠間稲荷、南側を国有林（八郷

町代金収納）からそれぞれ借地している。それぞれ借地料は下記の通りである。笠間稲荷か

らの借地料として、毎年正月に 3万円の祈願料を納めてきた。今年は、会の収入額が減る見
込みであることを反映し、減額して 2万円とした。 
 
航空安全初穂料   3万円（今年は 2万円） 
営林署に払うテイクオフ借地 22万 4百円（今年も同額） 
駐車場分    1万 8千 8百円 
計    26万 9千 2百円 

 
(4) 会計監査報告 
会計監査の小沼氏がやむを得ず欠席したため、秋山役員から代理にて報告。小沼氏の署名捺

印をいただいた会計報告書が提出された。 
 
以上、(1)～(4)を全会一致で承認。 



 
2. 2003年度事業計画 
(1) 事業計画概要(資料後掲) 

 
(2) 予算案(資料後掲) 
（説明） 
・ 昨年度に比べ繰越金が大幅に少ないのは、昨年の電柱移設費に当てた分である。今年度

は電柱移設等の大きな資質予定はないため、エリア整備による支出も大幅に削減される

と考えられる。 
・ エリア保険料は年額 7850円。 
・ テイクオフのゴムマット敷設により、土砂流出の大きな歯止めになっている。エリア整

備費に余裕があれば引き続き未設置個所に対し整備事業を続けていく。 
 
（その他、事業計画内容について） 
・ 今年度は予算的に厳しいため、経費削減の一環として会報の郵送配布回数削減を検討。

役員会にて継続審議することになった。 
 
以上の(1)と(2)について全会一致で承認。 
 
3. 会則改定 
(1) 入会金の改定 
検定料として徴収している 2,000円は、今まで会則に明記していなかった。従来、日を決め
て行っていたエリアテストを各検定員による検定(実質的には推薦)に委ねる方法に移行した
のにともない、会則上は上記 2,000円を入会金の一部として、従来の入会金との合計額 7,000
円とすることとした。 

 
(2) エリアルール改定 
エリアルールの改定は、総会での議決事項ではないが、ここで報告する。ビジタールールの

第 8項に、XP証を持たないビジターのクロスカントリーフライトを禁止する旨の記載があ
った。実態としては、JHF 教員かつ会員の指導の下、クロスカントリー練習フライトを認
めているので、その実態にそぐわない文面を削除することとした。なお、1 月 19 日の役員
会で、既に改定が決定されている。 

 
以上の(1)と(2)について全会一致で承認。 
 
4. 2003年度役員改選 
役員辞退者が３名、推薦により新たに若いパイロット１名追加、事務局の交代があった。 
会長  薗部 重己 
副会長  山崎 勇光, 仁平 洋之 
会計  加藤 淳 
渉外  桂 敏之 
事務局  呉屋 紀彰 
エリア管理 岡本 正美 
役員  大沢 豊, 岩間 雅彦, 井上 潔, 秋山 拓二, 藤沢 勇一, 

小田島 久則,羽賀 勝洋, 佐々木 弘道,榊原 彩子，鈴木由路 
会計監査  小沼 真祐 

以上について全会一致で承認。 



 
5. 会員からの意見・提案 
・ 年末会費未払込防止対策として、年明けの会費振込みは再入会費として＋５００円追加

で払うというのはどうか → 役員会にて検討することになった。 
・ 昨今、エリアルールやマナーについて、ちょっとしたゆるみが見られる。よいフライト

エリアを維持していくためにもルールやマナーを守るよう心掛けましょう。 
・ 丸山山頂に風力発電の風車（２機）を建設予定という報告をうけた。会としては反対意

見の提出を考慮する。 
・ メインランディングに猪が掘り返したと見られる跡が残っている。気が付いた方は修復

して頂けると助かります。 
（閉会） 
 
2 月役員会報告 
 
日時 ：2003年2月 16日(日)18：00～20：00 
場所 ：大増多目的センター 
出席者 ：山崎 勇光、岡本 正美、桂 敏之、大沢 豊、岩間 雅彦、佐々木 弘道、井上 潔、 

加藤 淳、藤沢 勇一、小田島 久則、仁平 洋之、秋山 拓二、榊原 彩子、鈴木 由路、
  呉屋 紀彰(書記) 
 
1. 定例報告事項 
(1) エリアテスト報告 
合格者紹介(4名、書面による自己紹介を受理) 
・ 桂検定員 
７５１：谷古宇 瑞子 

・ 藤沢検定員 
７５２：山本 賢治 
７５３：小松 明日美 
７５４：筒井 希実子 

 
(2) 会計状況報告 
会費納入のお願いをしたことにより、会費納入者が 2003年度予算案提示人数（150名）を
超えました。ご協力ありがとうございました。 

 
2. 報告・審議事項 
(1) テイクオフ、ランディング付近での道路通行状況について(山崎) 
八郷界隈近郊のフライトエリアにて、フライヤーの交通マナーに対しクレームがあがってい

る。テイクオフ、ランディング付近の道路はあくまで公道なので、グライダーのセットアッ

プ、解体等は行わないように注意してください。特に一般者の通行の妨げにならぬようお願

い致します。 
 
(2) とんとんとんカップ開催報告(藤沢)  

3 月 8 日（土）～９日（日）、東海大、東大、東京農工大の学生＆ＯＢによるローカル大会
が行われます。今年から農工大も加わり益々パワーアップしております。エリアの占有はせ

ず、大会当日も一般会員・ビジターともフライトが可能です。 



 
(3) 墨田区桜祭り、守谷ＳＡ行事、スカイスポーツによる地域振興への参加案内（山崎） 
墨田区桜祭り、守谷ＳＡ行事への参加案内が来ている。参加検討・調整を山崎副会長に一任

することとした。 
茨城県地域振興課によるスカイスポーツ地域振興フォーラムが開催される。それに伴い、代

表者の方に参加要請が来ている。上記同様、調整を山崎副会長に一任することとした。 
 
(4) 茨城ハングの会員名簿に個人情報を掲載するか否かについて 
昨今問題となっているプライバシーの保護、個人情報の管理等を考慮し、名簿の掲載事項を

役員会にて次回までに検討し、今年度より施行する。 
 
(5) 会報の郵送配布について 
会の予算面を考慮し、会報の郵送回数や配布・掲示スタイルを工夫していく。 

 
(6) 借地料の低減について 
支出を削減する目的で、いままで手をつけてこなかった借地料の値下げ交渉を行うことにし

た。従来は園部会長に一任していたのを、岡本役員も協力し地権者の方々を訪問することに

した。最後の手段として、一部の土地、たとえばフライトに直接影響しない駐車場の使用を

取りやめることも検討課題に挙がったが、当面は全体的な借地料値下げ協力のお願いをして

ゆくことにする。 
  
3 月役員会報告 
 
日時 ：2003年3月 16日(日)18：00～20：00 
場所 ：大増多目的センター 
出席者 ：薗部 重巳、岡本 正美、大沢 豊、佐々木 弘道、井上 潔、藤沢 勇一、秋山 拓二、 

榊原 彩子、鈴木 由路、安東 正夫会員、山本 貢会員、呉屋 紀彰(書記) 
 
1. 定例報告事項 
(1) エリアテスト報告 
合格者紹介(１名、書面による自己紹介を受理) 
・ 鈴木役員（藤沢検定員の代理） 
７５５：須藤 一郎 

 
(2) エリア管理作業報告(岡本) 

1月 27日 エリア見回り、TOトイレ掃除、 
2月 24日 エリア見回り、TOトイレ掃除 
3月 3日 TOトイレ汲取り 
3月 13日 LD排水ポンプ修理、ガス 3リットル給油 

TO吹流し 1本交換 
 
(3) 会計状況報告 
重要な報告は特になし。 



 
2. 報告・審議事項 
(1) ヤンキ－カップ（上智 vs立教）開催報告（鈴木） 
３月２９日（土）～３０（日）にてヤンキ－カップを行います。エリアの占有はせず、大会

当日も一般会員・ビジターともフライトが可能です。 
 
(2) とんとんとんカップ開催報告（鈴木） 
とんとんとんカップ、無事終了しました。フライト自体あまりできませんでしたが、それで

も５０名を超える関係者が集まり、大盛況の元幕を閉じました。来年もまたよろしくお願い

致します。 
 
(3) 借地料の低減について（薗部会長） 
今年度は予算的な目処はある程度立ったが、昨年度の繰越金が殆どない状態である。当面は

全体的な借地料値下げ協力のお願いをしてゆくことにする。 
 
(4) エリア保険料について（安東会員） 
総会にて質問のあったエリア保険料について、出席している役員の中に詳細を知っている者

がいないため、安東会員にエリア保険引き受け業者への問い合わせを一任した。 
 
(5) テイクオフのゴムマット整備について（藤沢） 
効果が見られているテイクオフのゴムマット整備であるが、未だ不足している個所がある。

草木の伸びやすい季節に追加で整備を行いたいとの意見が提案された。予算に余裕がある分

で行う事で意見が一致した。後日加藤役員に予算を確認したところ２０万円分なら問題ない

との回答を得たので、藤沢役員に一連の作業を委任した。 
 
(7) 墨田区桜祭り、守谷 SA行事への参加案内(山崎) 
墨田区桜祭りについて 
４月５日～６日に行われたが、足尾エリアでの JAPHE2003と重なり参加が難しくなった
ため今回は不参加のむね役場に伝えた。 
守谷 SA行事参加について 
２ヶ月に１回実施されており参加の意志があればいつでも展示が可能である。 

 
(8) スカイスポーツによる地域振興への地区長さん参加要請（山崎） 
板敷より山崎副会長、桂役員が出席した。その他、各エリア、スクール代表が出席、地区長

さんについてはご案内したが大増からの参加は無く商工会青年部部長とグリーンツーリズ

ム事務局長の２名の方に出席いただき現状と地域振興について提言をいただいた。行政から

は茨城県地域振興課、新治村、千代田町、石岡市、真壁町、八郷町等から代表で課長、係長

が出席され活発な意見の交歓が行われた。 
 
(9) 茨城ハングの会員名簿に個人情報を掲載するか否かについて（大沢） 
毎年会員に配布している会員名簿であるが、昨今の情報漏洩問題、プライバシー保護問題を

考慮し、各ショップ等一部関係者には正式な名簿を配り、会員には１－会員氏名、２－郵便

番号にて分かる範囲の住所を記載した名簿を配布することとした。 
 
(10) 丸山山頂に風力発電の風車（２機）建設予定（会長） 
茨城県フライヤー連盟が県に対し反対意見を提出した。 

 



(11) 茨城ハングへ再入会のお知らせ（大沢） 
再入会員の発掘の一環として２０００年会員３８名、２００１年会員４３名に入会案内を送

付した。 
 
(12) ランディングを荒らしていた猪について（藤沢） 

3月に入り猪による被害も大分沈静化してきた。このまま被害も無くなるだろうと予想され
る。 

 
(13) 会報発行について 
経費削減の為に考慮してきた会報の郵送回数削減について、今年度予算案にあげた会員数を

確保でき、予算上の問題がなくなったことから、当面は従来通り原則として郵送を継続する

ことにし、継続検討事項とした。 
 
(14) スプリングフライトについて（大沢） 
ここ数年を上回る９２名の申し込みがあった。テイクオフのセットアップスペースの関係上、

この人数は難しいと判断し辞退者を募った結果、７名の辞退者があった。結果８５名で大会

を行うこととした。 
 
(15) テイクオフにてタバコの吸殻やごみが目立っている。（秋山） 

  フライヤーが捨てているとは思えないが、テイクオフを最も利用している者として、ごみ
に気がついたら進んで始末する等の配慮をした方が良い。以前は「禁煙」の看板が建ってい

たが、現在は無くなっている。一般の観光客等には禁煙である旨が伝わっていない可能性が

ある。 
  →「禁煙」の看板を再び建てる事とした。 

 
(16) IFFC2003について（呉屋） 

IFFC2003について日程変更のお知らせ。 
変更前 ５／１８（日） → 変更後 ５／１７（土）（１８（日）予備日） 

 
次回役員会 日時：５／１１（日）16:00～18:00 
      場所：ランディングカフェ 
 
 
お詫びと訂正 

1月発行の会報で、以下の通り誤りがありました。お詫びの上訂正させていただきます。 

[訂正箇所] 

2. 報告・審議事項 

(4) 会費の払い込み方法について 
<誤> 

コンビニでの払い込みは、会員数規模が少ないため利用不可能。(JHF のフライヤー登録で
も使うのを断念した経緯あり。) 

<正> 
コンビニでの払い込みは、会員数規模が少ないため利用不可能。(JHF のフライヤー登録で
コンビに払いを導入する際に調査したところ、茨城ハングの会員数規模(200 名前後)で
は利用不可能という調査結果がある。) 



[資料] 
1. 2002 年度事業報告 

 
事業概要 
 1 月 役員会 
   会報発行 
 2 月 総会・役員会 
 3 月 会報発行 
   スプリングフライト 
   役員会 
 5 月 役員会 
   会報発行 
 7 月 救急法講習会・パラシュートセミナー開催 
   役員会 
   会報発行 
 9 月 役員会 
   会報発行 
11 月 オータムフライト 
  役員会 
   会報発行 
 
上記のほか、日常的なエリア整備活動および安全対策活動を実施しました。 
・テイクオフ ゴムマット増設 
・電柱移設(関係機関との交渉、既設電柱撤去費用負担) 
・水路ネット交換(魚網利用部分) 
・地元との連携強化 
  日選、ごみ拾い、八郷ふれあいまつり、枝払い作業、クラフトフェア他 
  役員だけではく多くの会員にも参加していただきました。 
 
内容詳細については、既に発行の会報を参照してください。 

2. 2003 年度事業計画 
 
事業概要 
 1 月 役員会 
 2 月 総会・役員会 
 3 月 スプリングフライト 
   役員会 
 5 月 役員会 
 7 月 救急法講習会 
   役員会 
 9 月 役員会 
11 月 オータムフライト 
   役員会 
 
上記のほか、エリア整備活動および安全対策活動を実施します。 
・テイクオフ ゴムマット増設(様子を見ながら) 
・水路ネット安全対策 
・地元との連携強化 
・会報の発行は従来通り行いますが、郵送回数を減らすことを検討し実施してゆきます。 



会計報告および予算案・事業計画補足資料 

1. 2002 年度会計報告補足 

(1) 事務経費 
ほとんどが会報印刷および発送経費です。昨年は 6 回発行。 

(2) エリア整備費 
・年間エリア管理業務 550,000 円(作業内容は発注仕様書に記載) 
・電柱移設費 550,000 円 
・テイクオフ中央ランチャー台ネット工事 260,000 円 
・ランチャー台ベニヤ板張替え 13 万円 

(3) 大会費 
  オータムフライトへの補助金です。 
  他の大会は、茨城ハングからはエリアを提供するのみで独立採算となっています。 

(4) 渉外費 
役員、および役員会から委任を受けた会員が本業を休んで会の活動(役場折衝等)を行う際に支払
う日当です。 

(5) 地元協力金 
八郷町観光協会会費  15,000 円 
地元祭礼寄付金       40,000 円(夏祭り 20,000 円、秋祭り 20,000 円) 
多目的センター維持費 100,000 円 

 

2. 2003 年度予算案補足 

(1) 大きな支出予定なし 

昨年は、電柱の移設費用など大きな出費がありましたが、今年は通常のエリア整備以外には、特に大

きな出費は予定していません。 

(2) 会費収入の減少 

1 月役員会(1/19)の時点で、会費を納入した会員数は 132 名にとどまっており、このままでは昨年度と

同程度の予算を組むことは困難です。したがって、以下の施策を取る方針です。 

(3) 会議費の休止 

昨年復活した、「会議費」を再び休止します。役員会出席者への軽食は、自腹となります。 

(4) 借地料減額のお願い他、支出削減努力 

現在借地しているすべての地権者さんを対象に、借地料減額のお願いを行います。 

(5) 郵送経費削減試行 

会報の郵送回数を減らすことにより、郵送経費削減の試行を行います。 

(6) エリア管理年間請負作業の減額 

大沢役員のご協力により、従来に加えてさらに値下げ協力していただくことになりました。 



 [資料] 
「板敷エリア管理年間請負作業発注仕様書」 

I 適用 

本仕様書は、茨城県ハンググライダーの会(以下「会」と記載する)が発注する、板敷エリア管理年間請

負作業(以下「本作業」と記載する)に適用する。 

 

II 見積範囲 

1. 草刈り作業 

   作業範囲は TO・LD・土手とする。 

   当該契約年度内において、作業回数を以下の通りとする。 

     TO   ２回 

     LD   ４回 

     土手 ３回 

2. 消耗品 

   ガソリン、草刈刃等の消耗品費 

3. トラクター・草刈り機保守管理、保管 

4. TO 便所保守管理 

   汲み取り代金は会が負担する。受注者が立替払いし、後日実費にて精算する。 

   便所備え付けの消耗品は会からの支給とする。 

5. エリア巡回作業１２回 

   エリア設備の軽修理作業を含む。 

   安全に影響のある異常で軽修理不能な事態を発見した場合には、直ちに会に報告すること。 

   破損した吹き流し交換作業は作業範囲に含み、材料費は実費にて支給する。 

   吹き流し全損の場合には、相当する製品購入の実費を支給する。 

6. 排水ポンプ保守管理 

   ポンプのガソリン代は会からの支給とする。 

 

III 貸与物品 

 以下の物品を貸与する。貸与した物品の作業中に発生した破損個所は、返却時には原状に修復して

おくこと。ただし、受注者の責に依らない破損が生じた場合には、その修復については別途契約とする。

これに該当する事態が生じた場合には、直ちに会に報告すること。 

  なお、下記物品の使用にあたって通常必要となる燃料代等については、受注者の負担とする。 

1. 草刈り機 

2. トラクター 

 

IV 支給物品 

  下記物品は会からの支給とする。ただし、受注者が立て替え払いにて購入し、後日実費にて精算す

る。 

1. 破損した吹き流しの修理・交換材料代実費(全損の場合には製品購入相当額) 

2. 便所備え付けの消耗品代実費 

   ペーパー等。 

3. 排水ポンプのガソリン代実費 

 

V 検収 

1. 草刈り作業 

  当該契約期間内において、会との間で別途協議の上定める日までに作業を完了し、検査合格を持っ



て検収とする。 

2. エリア巡回作業 

 会の指定する日(計１２回)に巡回を行い、結果報告を持って検収とする。 

3. 保守管理(トラクター・草刈り機・TO 便所・排水ポンプ) 

 １年間の保守管理の完了を持って検収とする。 

 

VI 契約期間 

  本作業の契約期間は、会が定める当該年度１年間(１月１日～１２月３１日)とする。 

 

VII 別途契約事項 

 本仕様書に記載していない以下の項目については、別途契約とする。 

1. 臨時草刈り作業(本仕様書記載の作業回数を越えて作業する場合) 

2. ランチャー台補修作業 

3. LD 渡り板補修作業 

4. 貸与物品に関し、受注者の責に依らない破損が生じた場合の修復費用 

 

VIII 仕様外事項 

  以下の項目については、本作業の範囲外とする。 

1. ゴミ拾い作業 

 

上記発注仕様書に対する見積り結果 

2003 年度 \500,000(エリア運営経費緊縮協力による値下げ) 

[過去の見積り額  \550,000(2002 年度)  \569,700(2000 年度、2001 年度)] 

(以下内訳) 

1. 草刈り作業 

  TO   2 回  \20,000- (1 回あたり 10,000 円) 

  LD   4 回 \220,000- (1 回あたり 55,000 円) 

  土手 3 回 \150,000- (1 回あたり 50,000 円) 

2. 消耗品 

  ガソリン       \9,520- (4 リットル/日 x 17 日 x 140 円/リットル) 

  草刈刃        \14,900- (5 枚 x 2,980 円) 

  トラクター軽油 \8,160- (12 リットル/日 x 8 日 x 85 円/リットル) 

3. トラクター・草刈り機保守管理、保管 \60,000- (5,000 円/月 x 12) 

4. TO 便所保守管理                      \36,000- (3,000 円 x 12) 

5. エリア巡回作業 12 回                  \24,000- (2,000 円 x 12) 

6. 排水ポンプ保守管理                  \0- 

7. 消費税分                            \27,129- 

 

(事務局注)  

1. 渡り板の補修は年間契約に含みません。 

2. 土手草刈りは年間契約に含みます。 

3. 草刈りの燃料代は年間契約料金に含みます。 

4. トラクターと草刈り機は会の所有物であり、これを貸与して保管していただくこと 

になります。トラクター類の保守管理費には、油脂等の消耗品費を含みます。 
 


